
●ＪＡ宗谷南第17回通常総会開催

●第76回北海道植樹祭枝幸町で開催

●組合員懇談会の開催

●新採用職員紹介・退職職員のお知らせ

●JA宗谷南女性部道外視察研修実施

●第16回ヘルパー利用組合定期総会開催

●第15回乳牛検定組合定期総会開催

●第６期中山間枝幸集落総代会議開催

●第18回乳質改善協議会代議員総会開催

●枝幸町就農者誘致促進セミナー開催

のお知らせ

●春の廃プラ回収の実施

●育成牧場夏期預託牛入牧の実施

●ホクレン新人職員実務研修の受入

●第１回・第２回理事会議案等

●第２回枝幸デイリーフェアの開催

●枝幸町法人会外国従業員との

親睦交流会の開催

●組合員資格確認のお願い

●職員資格試験合格者状況

●町内花だより

●農作業安全対策チェック

●ＪＡカレッジ入学者募集
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宗谷南

今年は、強風の中での記念撮影となりました。

今年も女性部（すずらんグループ）の皆さんに６種類、１５０株を手慣れた作業で本所前花壇に花の苗を

植えて頂きました。

同部は、環境美化活動の一環で今回で３年目を迎える事となり見事な出来栄えを楽しませてくれること

でしょう。

また同グループでは、町内の小中学校８校に対し、２個づつプランターに苗を植え届けました。

毎年、感謝申し上げます。ありがとうございました。



令
和
8
年
5
月
21
日
、
枝
幸
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
第
17
回
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

次
第
に
よ
り
物
故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
Ｊ
Ａ
綱
領
、

贈
呈
者
表
彰
に
な
り
、
就
農
後
継
者
と
し
て
藤
山

大
貴
さ
ん
に
目
録
の
贈
呈
と
特
別
表
彰
に
昨
年
度

実
施
さ
れ
た
全
国
共
進
会
名
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
た

内
田
喜
久
男
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
向
井
地
組
合
長
よ

り
贈
呈
さ
れ
た
。

総
会
開
始
に
先
立
ち
、
向
井
地
組
合
長
よ
り
来

賓
の
方
々
に
日
頃
の
お
礼
を
述
べ
た
後
、
酪
農
情

勢
は
乳
価
の
値
上
が
り
や
個
体
価
格
の
高
値
安
定

に
よ
り
明
る
い
兆
し
も
あ
る
が
、
今
後
い
つ
ま
で

続
く
か
不
透
明
の
中
で
頑
張
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
と
述
べ
た
。

今
期
決
算
に
つ
い
て
は
、
当
期
剰
余
金
１
億
８

千
万
円
、
前
期
繰
越
と
合
わ
せ
２
億
２
千
５
百
万

円
の
決
算
と
な
っ
た
事
は
Ｊ
Ａ
の
規
模
か
ら
考
え

る
と
組
合
員
、
役
員
、
職
員
の
努
力
の
賜
物
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
町
、
関
係

各
位
の
お
蔭
で
す
と
も
述
べ
た
。

最
近
の
牛
乳
消
費
が
非
常
に
落
ち
込
ん
で
い
る

が
、
社
会
情
勢
も
物
価
高
騰
の
煽
り
を
受
け
消
費

の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
て
目
が
離
せ
な
い
状
況

で
す
。
販
売
物
は
高
値
で
推
移
し
て
ま
す
が
、
飲

用
乳
が
落
ち
る
と
加
工
乳
へ
回
り
処
理
が
出
来
な

い
の
で
処
理
料
が
増
加
し
、
ア
ウ
ト
で
は
Ｊ
Ａ
を

通
ら
な
い
分
が
40
万
ト
ン
近
く
あ
り
本
州
の
飲

料
市
場
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
第
17
回
通
常
総
会
開
催

※
出
席
正
組
合
員
数
１
１
0
名

本
人
出
席
32
名

委
任
状
出
席
16
名

書
面
出
席
62
名

事
業
分
量
配
当
金
３
千
７
７
９
千
円
を
含
む
全
議
案
承
認

飲
料
が
高
い
か
ら
本
州
へ
出
荷
と
か
ア
ウ
ト
か

ら
戻
り
た
い
組
合
員
も
中
に
は
お
り
、
コ
メ
も
Ｊ

Ａ
を
通
さ
ず
高
く
庭
先
で
売
っ
た
り
買
っ
た
は
い

い
が
在
庫
を
抱
え
る
業
者
も
い
ま
す
。
こ
ん
な
状

況
下
で
あ
る
が
基
本
は
、
農
協
、
系
統
と
一
致
団

結
し
、
ど
ん
な
政
治
情
勢
に
な
っ
て
も
強
い
団
結

力
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
で
あ
り
そ
の
心
構
え
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
農
業
団
体
の
現
状
と

思
っ
て
い
る
。

簡
単
に
国
に
要
請
し
て
も
こ
の
世
界
情
勢
を
鑑

み
る
と
、
自
分
た
ち
が
自
立
し
経
営
を
安
定
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
来
賓
紹
介

後
、
祝
電
披
露
を
行
い
、
議
案
審
議
に
入
る
前
に

向
井
地
組
合
長
が
仮
議
長
と
な
り
、
議
長
の
選
出

に
仮
議
長
一
任
の
声
の
も
と
、
下
幌
別
地
区
「
樋

口
哲
也
」
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
就
任
挨
拶
後
、
本

日
出
席
正
組
合
員
数
を
報
告
し
、
議
案
に
つ
い
て

は
、
普
通
決
議
６
議
案
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
を
告

げ
第
１
号
議
案
か
ら
審
議
に
入
っ
た
。

６
議
案
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
後
、

報
告
事
項
が
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
樋
口
議
長

よ
り
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
議
長
退
任
さ
れ
た
。

最
後
組
合
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

本
日
議
長
を
務
め
て
頂
い
た
樋
口
議
長
に
ま
ず

は
お
礼
を
申
し
上
げ
、
目
録
贈
呈
の
藤
山
様
に
つ

い
て
は
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
を
込
め
、
ま

た
特
別
表
彰
の
内
田
様
に
は
長
年
の
乳
牛
改
良
が

報
わ
れ
た
こ
と
に
引
き
続
い
て
進
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
述
べ
た
。
来
賓
の
皆
様
に
も
お
礼
を
述
べ

ら
れ
た
。
そ
し
て
本
日
の
議
案
全
て
に
対
し
満
場

一
致
で
承
認
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
に
お
礼

を
述
べ
た
。

第
１
号
か
ら
６
号
議
案
ま
で
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
が
、
こ
の
先
課
題
は
色
々
と
抱
え
て
い
る

中
で
工
夫
を
し
安
定
し
た
農
協
運
営
の
継
続
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
10
年

後
を
見
据
え
た
時
は
60
戸
に
な
る
だ
ろ
う
と
予

測
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
生
産
を
守
り
生
産

向
上
を
目
指
す
べ
く
努
力
と
自
分
で
や
れ
る
事
が

な
い
か
を
確
認
し
、
足
り
な
い
も
の
を
支
援
や
政

策
で
求
め
て
行
く
こ
と
が
本
当
の
自
主
自
立
で
組

合
員
の
自
分
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
基
本

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
国
が
掲
げ
て
る
節
電
・
節

油
は
当
組
合
は
か
ね
て
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
常

に
先
々
を
見
る
感
覚
を
養
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
新
規
就
農
が
必
要
だ
と
言
う
事
は
、
裏

を
返
せ
ば
組
合
員
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
い
く
ら
新
規
で
就
農
さ
せ
て
も
追
い
つ
か

な
い
の
が
現
状
で
、
是
非
今
の
経
営
者
に
は
規
模

拡
大
を
目
指
し
て
ほ
し
い
の
と
第
２
牧
場
を
つ
く

る
く
ら
い
の
考
え
を
持
っ
て
欲
し
い
と
望
ん
で
い

ま
す
。
枝
幸
町
の
農
地
を
守
っ
て
こ
そ
農
業
で
あ

り
、
5
年
、
10
年
先
を
見
据
え
て
絵
を
描
い
て

営
農
し
て
頂
き
た
い
。

樋口議長：就任挨拶



令
和
8
年
5
月
9
日
、
枝
幸
町
南
浜
町
町
有
林
特

設
会
場
に
て
第
76
回
北
海
道
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
旧
枝
幸
町
と
旧
歌
登
町
の
合
併
20
年
を

記
念
行
事
と
し
て
会
場
を
枝
幸
町
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。当

日
生
憎
の
雨
模
様
と
な
る
中
、
町
民
ら
約
８
４

０
人
が
参
加
し
ト
ド
マ
ツ
の
苗
木
９
３
０
本
を
植
え

た
。式

典
で
鈴
木
知
事
は
「
植
樹
祭
を
通
じ
て
多
く
の

人
た
ち
に
植
樹
を
身
近
に
感
じ
て
頂
き
森
林
つ
く
り

の
切
っ
掛
け
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

る
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

祝辞：左から（武部代議士代読、寒澤秘書/三好道議／西岡振興局長代読、

大方地域産業担当部長/小原町長/中央会旭川林支所長）

閉会挨拶：向井地組合長

来賓の皆様

目録贈呈／藤山様

特別表彰／内田様

北
海
道
・木
育
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

「第
76
回
北
海
道
植
樹
祭
」

木
を
植
え
森
を
大
切
に
育
て
る

会
場
に
は
、
多
く
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
当
組
合

は
牛
乳
の
無
料
配
布
の
他
、
宗
谷
の
全
脂
粉
乳
使
っ

た
お
菓
子
、
宗
谷
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
な
ど
を
出
品
。

宗
谷
南
女
性
部
員
は
悪
天
候
の
中
、
牛
乳
等
の
配

布
に
当
た
り
ま
し
た
。

樋
口
睦
美
女
性
部
長
は
、
「
植
樹
さ
れ
た
木
々
が

健
や
か
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
ま
す
。
」

と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

鈴木直道知事・三好雅道議と女性部（樋口部長・山

﨑副部長・戸澤監事）営農課（村田部長・横山課長）

役場農林課（秋庭係）と記念撮影

ま
た
、
今
の
経
営
者
に
は
農
家
は
辛
い
と
か
、

若
い
人
が
育
た
な
い
と
か
は
自
ら
発
信
し
な
い
で

自
分
の
職
業
に
悲
観
的
に
な
ら
ず
、
プ
ラ
イ
ド
を

持
ち
「
こ
ん
な
い
い
商
売
は
な
い
ぞ
」
と
言
え
る

く
ら
い
自
信
を
持
ち
、
毎
日
を
楽
し
ん
で
一
生
懸

命
働
い
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
、
地
域
を
守
っ
て

い
っ
て
く
れ
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
と
述

べ
、
最
後
に
議
長
を
務
め
て
頂
い
た
樋
口
哲
也
さ

ん
、
と
本
日
出
席
さ
れ
た
組
合
員
皆
様
に
あ
ら
た

め
て
お
礼
を
述
べ
閉
会
の
挨
拶
と
し
た
。



組合員懇談会の開催
令和８年５月１日

出席組合員：２１人

組合では、令和８年5月１日酪農振興センターで通常総会に向けての「組合員懇談会」を開催した。組合員2１人

が出席し１０時30分より開始された。

まず、開会の挨拶で組合長は、本日は第１７回通常総会の議案の説明が主でそれに対して意見を伺いたいと思い

ますと話された。

世界情勢、酪農情勢が常に変化している中で、組合の決算状況は、離農、休農がある中で当期未処分剰余金は昨

年より３千万円程少ないが、規模的にはそれなりの決算となり、組合員及び職員に感謝していることを述べ、また、

乳量については搾乳戸数の減少により全道枠も返還してる中で増産に意欲的な組合員もいますし、ファームＡＹＮ

Ｉも４千トンまで戻ってきています。今これからが正念場です。報道でも高騰、高騰とすべてが値上がりに進みま

すが、生乳に関しては飲料も含め消費が落ちてきて、３月は何とか処理が出来たものの現在８万トンの脱粉を抱え

ており、飲料が落ちれば加工に回るため脱粉が更に増えます。その処理料を我々が払わなければならない仕組みで

す。今は個体販売が良くなってきていますのでＪＡも今後を見据えて内部留保に力を入れており、組合員の皆様も

無駄な経費を抑え内部留保に努めて頂きたいと思います。と開催の挨拶を行った。

その後浜田参事から総会の議案に沿っての資料説明がなされ、説明終了後の質疑にはファームＡＹＮＩの乳量の

伸び率や堆肥舎の適切な環境整備問題についての意見、また多面的事業についての適切な運用方法の質問がありま

した。

次に最近の酪農情勢について、村田営農部長と領毛経済部長が説明し、最後に組合長より、質問、意見はあまり

無く、組合員の皆様が組合運営に１００％満足とは遠いと思いますが、我々執行者も必死で組合員の安定経営、健

全経営を目指して対応しております。経営に直結する鉱油関係については誰もが予測不能ですが常に最悪の事態を

想定しながら準備をして下さい。ほんの些細な事でも工夫次第では節電、節水、節油にと繋がります。何かあれば

地区の理事、地区の担当職員に相談して頂きたいと思います。本日は貴重なご意見等有難うございました、と閉会

の挨拶としました。

新採用職員紹介

氏 名：リン シャン ユー【林 珊羽】 愛称：ムム

年 齢：２８歳

出 身：中華民国（台湾）

最終学歴：北海道日本語学院札幌本校（日本語能力検定：N2）

現在部署：管理部管理課管理係

この度、日本で働く事を決意し、JA宗谷南と縁がありお世話になる

事となり６月より勤務しています。台湾では事務職として働いた経験

がありますが、日本では日本語を覚えるため、必死に勉強し「N2」

の資格を取ることが出来ました。以前も農業体験などでこの町に来て

町の穏やかな暮らしに魅力を感じ、夫婦で定住することを決めました。

夫（バイ ハンジュン）は、アグリサポート職員として「育成牧場」

で勤務しています。夫婦共々これからも宜しくお願いします。

退職職員のお知らせ

管理部管理課管理係 「札場竜也さん」 ６月３０日退職（８年４カ月勤務）～お疲れさまでした。



１
日
目
、
５
時
半
に
出
発
し
途
中
休
憩
し
な
が
ら
９
時

50
分
発
東
京
に
向
け
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
到
着
後
昼
食
を

取
り
、
国
会
議
事
堂
を
見
学
し
見
学
後
は
衆
議
院
議
員
会

館
、
参
議
院
議
員
会
館
へ
と
向
か
い
「
武
部
代
議
士
」

「
岩
本
参
議
院
議
員
」
「
東
野
参
議
院
議
員
」
の
各
事
務

所
を
表
敬
訪
問
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
夕
食
時
に

も
「
武
部
代
議
士
」
と
「
東
野
議
員
」
、
「
向
井
地
組
合

長
」
「
中
央
会
東
京
事
務
所
野
崎
主
査
」
に
参
加
頂
き
、

食
を
囲
み
な
が
ら
、
再
度
意
見
交
換
を
行
い
有
意
義
な
一

日
目
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
へ
と
向

か
い
就
寝
と
な
り
ま
し
た
。

ＪＡ宗谷南女性部道外視察研修

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女
性
部
で
は
、
4
月
20
日

～
22
日
、
7
名
が
参
加
し
、
初
の
道
外
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
前
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
止
む

無
く
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

や
っ
と
実
現
出
来
ま
し
た
の
で
皆
様
に
報

告
致
し
ま
す
。

3
日
目
（
最
終
日
）
、
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
を
見

学
後
タ
ワ
ー
内
に
あ
る
、
よ
つ
葉
ミ
ル
ク
プ
レ
イ
ス
で
「
よ

つ
葉
乳
業
東
京
事
務
所
白
石
係
長
」
を
囲
ん
で
昼
食
を
食
べ
、

羽
田
空
港
よ
り
14
時
10
分
発
の
旭
川
空
港
へ
帰
路
に
向
け
出

発
し
ま
し
た
。
枝
幸
へ
は
19
時
過
ぎ
と
な
っ
た
が
、
参
加
の

皆
さ
ん
に
事
故
、
ケ
ガ
も
無
く
無
事
に
到
着
し
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
に
つ
い
て
は
、
国
会
議
事
堂
を
始
め
国
会
議

員
の
先
生
方
と
も
身
近
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
組
合
長
、
担
当
職
員
、
ほ
か
連
合
会

の
東
京
職
員
の
方
々
を
含
め
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
＝
樋
口
女
性
部
部
長
）

２
日
目
、
一
行
は
「
は
と
バ
ス
ツ
ア
ー
」
に
参
加
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
浅
草
散
策
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン

デ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
ベ
イ
ホ
テ
ル
（
五
つ
星
）
で
の
昼
食
を

は
さ
み
東
京
タ
ワ
ー
で
の
は
と
バ
ス
最
後
の
見
学
を
終
え
、

夕
方
に
は
「
隅
田
川
屋
形
船
」
に
乗
船
、
「
ホ
ク
レ
ン
東

京
事
務
所
山
本
次
長
」
も
同
行
し
川
を
下
り
な
が
ら
夕
食

を
堪
能
し
ま
し
た
。
屋
形
船
で
は
ま
だ
明
る
い
時
に
乗
船

し
、
だ
ん
だ
ん
と
夕
闇
が
せ
ま
り
幻
想
的
な
世
界
に
部
員

の
皆
さ
ん
は
感
動
し
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。

武部代議士事務所にて

岩本議員事務所にて

東野議員事務所にて



第１６回宗谷南ヘルパー利用組合定期総会
日 時：令和８年４月２３日（木）午後１時００分

場 所：酪農振興センター会議室

出 席：本人２０名／委任状４８名 合計６８名

議 長：廣山辰徳氏

１号議案：令和７年度事業報告並びに収支決算について

２号議案：令和８年度事業計画及び収支予算について

３号議案：利用料金改正について

以上３議案すべて承認されました

報告の中で、今年入られた「今成美優」職員が紹介された

第１5回宗谷南乳牛検定組合定期総会
日 時：令和８年４月２３日（木）午前１１時００分

場 所：酪農振興センター会議室

出 席：本人１３名／委任状２７名 合計４０名

議 長：山﨑紀幸氏

１号議案：規約の一部改定について

２号議案：令和７年度事業報告及び収支決算並びに残余金処分について

３号議案：令和８年度事業計画並びに収支予算について

４号議案：組合員負担金の徴収について

以上４議案すべて承認されました

報告事項は、組合の財産について報告した

令和８年度中山間地域等直接支払制度

第６期中山間枝幸集落総代会議
日 時：令和８年５月１８日（月）午前１１時００分

場 所：ＪＡ宗谷南会議室

出 席：代議員７名 書面２名 役員９名

議 長：向井地組合長

議案第１号：第５期中山間枝幸集落繰越金精算について

議案第２号：令和７年度事業報告及び収支決算について

議案第３号：令和８年度事業計画（案）について

議案第４号：令和８年度収支計画（案）について

以上４議案すべて承認されました

第１８回宗谷南乳質改善協議会代議員総会
日 時：令和８年５月１８日（月）午後１時００分

場 所：ＪＡ宗谷南会議室

出 席：代議員６名／書面４名 合計１０名

議 長：向井地組合長

議案第１号：令和７年度事業報告並びに収支決算報告について

議案第２号：令和７年度残余金処分案について

議案第３号：令和７年度生乳出荷反則金処分案について

議案第４号：令和８年度事業計画案並びに収支予算案について

議案第５号：会費及びチャームキット代の徴収方法について

以上５議案すべて承認されました

報告事項は、生乳汚染損害賠償保険について





『春
の
廃
プ
ラ
回
収
』

4
月
20
日
～
26
日
に
か
け
て
、
春
の
廃

プ
ラ
回
収
を
行
っ
た
。
毎
年
春
と
秋
に
営

農
部
が
実
施
し
て
お
り
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

コ
ン
ト
ラ
事
務
所
前
に
て
行
わ
れ
た
。

昨
年
春
の
実
績
は
、
件
数
66
件
、
受
入

れ
数
89
ト
ン
、
今
回
は
60
件
、
受
入
数
81

ト
ン
と
、
件
数
、
ト
ン
数
と
少
な
く
な
っ

た
。
運
ば
れ
て
き
た
廃
プ
ラ
は
、
職
員
が

計
測
し
搬
入
場
所
へ
と
運
ば
れ
た
。

※

廃
プ
ラ
搬
入
時
の
お
願
い
。

搬
入
時
に
は
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
か
ら

中
身
が
出
な
い
よ
う
に
開
口
部
を
し
っ

か
り
と
結
び
ス
プ
レ
ー
な
ど
で
氏
名
を

記
入
し
搬
入
願
い
ま
す
。

の
び
の
び
育
っ
て

育
成
牧
場

夏
期
預
託
牛
が
入
牧

山
臼
の
公
共
育
成
牧
場
で
は
5
月
28

日
今
夏
の
預
託
牛
入
牧
作
業
を
行
っ
た
。

枝
幸
・
歌
登
両
地
区
か
ら
12
戸
１
２
０

頭
の
育
成
牛
が
受
入
さ
れ
た
。

受
入
に
は
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
職
員
、
牧
場

職
員
、
町
職
員
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、
酪
農

従
事
者
ら
30
人
あ
ま
り
が
出
動
、
１
台

に
10
数
頭
が
積
ま
れ
た
家
畜
車
が
牧
場

と
酪
農
家
を
ピ
ス
ト
ン
輸
送
。
広
々
と

し
た
草
地
に
月
齢
別
に
区
分
け
さ
れ
放

た
れ
た
。
舎
飼
い
さ
れ
た
乳
牛
を
含
め

て
４
５
０
頭
が
放
牧
さ
れ
、
秋
の
退
牧

ま
で
に
１
０
０
キ
ロ
ほ
ど
体
重
が
増
え

て
く
れ
れ
ば
と
願
い
、
期
待
込
め
て
い

る
。

ホ
ク
レ
ン
新
人
職
員
実
務
研
修

４
月
下
旬
、
ホ
ク
レ
ン
で
は
今
年
入
会
の
新
人
職
員
２
名
が
必
須
と
さ

れ
て
い
る
実
務
研
修
の
た
め
J
A
宗
谷
南
で
２
週
間
に
渡
る
研
修
を
行
っ

た
。
最
終
日
に
「
山
内
朋
香
」
さ
ん
と
「
奥
村
俊
哉
」
さ
ん
に
話
を
伺
っ

た
。
山
内
さ
ん
は
石
狩
市
、
奥
村
さ
ん
は
札
幌
市
出
身
で
二
人
と
も
牛
に

触
れ
あ
っ
た
り
、
牧
場
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
体
験
で
子
牛
で
も
意

外
と
大
き
く
て
少
し
怖
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
研
修
前
半
は
、
育
成
牧

場
で
の
実
習
で
給
餌
、
清
掃
、
電
牧
張
り
な
ど
を
体
験
、
ヒ
グ
マ
の
痕
跡

も
ビ
ッ
ク
リ
し
た
そ
う
で
す
。
中
で
も
牛
の
移
動
に
は
思
う
よ
う
に
動
い

て
く
れ
な
い
な
ど
、
牧
場
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
こ
こ
で
の
仕
事
の
ハ
ー
ド

さ
が
身
に
沁
み
ま
し
た
。

研
修
後
半
は
、
事
務
所
で
の
管
理
課
、
営
農
課
の
経
理
事
務
を
学
ん
だ

ほ
か
、
組
合
員
の
牧
場
見
学
に
も
連
れ
て
行
っ
て
貰
い
ま
し
た
。
事
務
仕

事
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
多
く
、
牛
販
売
の
経
理
伝
票
、
ク
ミ
カ
ン
の
経

理
な
ど
様
々
な
面
で
酪
農
家
の
経
営
を
支
え
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
ホ
ク
レ
ン
と
J
A
間
と
の
決
済
取
引
な
ど
を
学
び
自
分
の
入
社
し
た

ホ
ク
レ
ン
と
の
関
り
を
勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
大
変
参
考
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

二
人
の
ホ
ク
レ
ン
で
の
配
属
先
は
こ
の
研
修
後
に
決
ま
る
よ
う
で
す
が
、

今
後
の
将
来
像
な
ど
を
聞
い
て
み
て
、
山
内
さ
ん
は
現
場
を
知
る
こ
と
の

重
要
性
、
農
家
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
、

奥
村
さ
ん
は
、
現
場
で
働
く
方
々
の
創
意
工
夫
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
常

に
組
合
員
の
皆
さ
ん
を
支
え
ら
れ
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
く
仕
事
が
し
た

い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
２
週
間
の
体
験
を
活
か
し
て
今
後
ホ
ク
レ
ン
職
員
と
し
て
農
家
に

寄
り
添
う
力
に
つ
な
が
っ
て
行
け
る
と
信
じ
て
ま
す
。

山内朋香さん

奥村俊哉さん



【
決
議
事
項
】

⒈

枝
幸
町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⒉

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る

規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⒊

反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
に
か
か
る
対
応
要
領
の

改
正
に
つ
い
て

⒋

正
組
合
員
資
格
の
取
得
に
つ
い
て

⒌

営
農
計
画
設
定
契
約
に
つ
い
て

⒍

役
員
選
任
の
実
施
に
つ
い
て

⒎

総
合
農
協
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う
「
３
つ
の
方
針
」
へ

の
対
応
に
つ
い
て

⒏

出
資
配
当
及
び
事
業
分
量
配
当
の
基
準
の
決
定
に
つ
い
て

⒐

第
１
７
回
通
常
総
会
及
び
組
合
員
懇
談
会
の
日
程
に
つ
い
て

⒑

貸
出
条
件
緩
和
債
権
基
準
金
利
の
設
定
に
つ
い
て

⒒

令
和
８
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

⒓

令
和
８
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
定
に
つ
い
て

⒔

ク
ミ
カ
ン
取
引
保
証
人
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

監
事
に
よ
る
資
産
査
定
監
査
報
告
に
つ
い
て

⒉

臨
時
監
事
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

資
産
査
定
結
果
及
び
引
当
金
に
つ
い
て

⒉

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
か
か
る
指
針
」

の
変
更
に
つ
い
て

⒊

令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
践
状
況
報
告
に
つ
い
て

⒋

令
和
７
年
度
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
状
況
の
総
括
に
つ
い
て

⒌

令
和
７
年
度
年
間
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
に
つ
い
て

⒍

２
月
末
乳
質
状
況
及
び
生
乳
受
託
販
売
実
績
に
つ
い
て

⒎

農
地
・
育
成
就
労
・
就
農
対
策
支
援
室
か
ら
の
現
状

報
告
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

⒈

決
算
関
係
書
類
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
及
び

事
業
別
明
細
に
つ
い
て

⒉

賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

⒊

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

⒋

退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

⒌

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

⒍

労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
７
年
度
徴
収
・
納
付
状
況

に
つ
い
て

⒎

第
１
７
回
通
常
総
会
の
招
集
及
び
議
案
並
び
に
総
会
参
考

書
類
に
つ
い
て

⒏

総
会
議
決
権
行
使
書
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⒐

正
組
合
員
資
格
の
取
得
に
つ
い
て

⒑

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
」

⒈

森
山
牧
場
の
施
設
等
売
買
方
針
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

決
算
監
事
監
査
報
告
に
つ
い
て

⒉

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

総
会
時
に
お
い
て
の
贈
呈
に
つ
い
て

⒉

総
会
提
出
報
告
事
項
に
つ
い
て

⒊

組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

⒋

令
和
８
年
度
ク
ミ
カ
ン
取
引
に
対
す
る
保
証
に
つ
い
て

⒌

３
月
末
ク
ミ
カ
ン
実
績
対
比
に
つ
い
て

⒍

大
口
（
３
千
万
円
超
）
信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

⒎

令
和
７
年
度
自
己
資
本
比
率
の
算
出
結
果
に
つ
い
て

⒏

令
和
７
年
度
貸
出
条
件
緩
和
債
権
の
判
定
結
果
に
つ
い
て

⒐

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
決
算
及
び
剰
余
金
処
分
報
告

に
つ
い
て

⒑

３
月
末
各
部
署
取
扱
高
及
び
実
績
報
告
に
つ
い
て

⒒

管
理
組
合
員
の
報
告
に
つ
い
て

第２回理事会 開催日：令和8年4月24日

第１回理事会 開催日：令和8年3月30日



園
児
や
児
童
60
人

搾
乳
疑
似
体
験

5
月
11
日
、
枝
幸
町
旧
共
進
会
場
に
て
第
2
回

枝
幸
デ
イ
リ
ー
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
。

幼
稚
園
児
や
小
学
生
60
人
が
参
加
し
、
搾
乳
の

疑
似
体
験
や
子
牛
へ
の
哺
乳
体
験
、
ト
ラ
ク
タ
ー

の
試
乗
体
験
な
ど
多
く
の
催
し
物
を
楽
し
ん
だ
。

食
農
を
通
じ
て
酪
農
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

目
的
。
子
牛
に
触
れ
た
子
供
た
ち
は
、
「
か
わ
い

い
」
を
連
発
し
、
哺
乳
瓶
を
吸
う
力
に
感
動
し
て

い
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
眺
め
に
驚
い
た
り
、
ベ

ビ
ー
シ
ョ
ー
で
は
手
綱
を
一
緒
に
引
い
て
回
る
子

も
い
た
。

関
口
真
也
実
行
委
員
長
は
、
今
年
も
天
気
に
恵

ま
れ
、
子
ど
も
達
の
歓
声
や
楽
し
む
姿
を
見
て

「
来
年
に
向
け
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
開
催
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

『
枝
幸
町
法
人
会
」

外
国
人
従
業
員
と
の

5
月
15
日
、
先
般
の
法
人
会
の
通
常
総
会
に
お
い

て
企
画
さ
れ
た
、
外
国
従
業
員
と
の
焼
肉
親
睦
交
流

会
を
こ
の
ほ
ど
振
興
セ
ン
タ
ー
の
車
庫
に
て
盛
会
に

行
わ
れ
た
。
外
国
人
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
法
人

は
、
９
法
人
中
５
法
人
で
総
勢
15
人
の
従
業
員
が
参

加
し
久
々
に
会
っ
た
従
業
員
も
い
た
様
で
、
再
開
を

喜
び
あ
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
焼
肉
を
頬
張
っ
て
い

ま
し
た
。

企
画
の
切
っ
掛
け
は
、
近
年
の
従
業
員
不
足
に
よ

る
労
働
力
確
保
の
た
め
に
外
国
人
の
雇
用
が
増
え
て

い
る
が
、
各
法
人
の
従
業
員
同
士
の
交
流
が
少
な
い

事
と
遠
い
異
国
で
の
生
活
に
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
な

い
よ
う
に
と
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
い
、
呼

ば
れ
る
番
号
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
繁
忙
期
に
入
る

前
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

法
人
会
の
会
長
は
、
冬
の
季
節
に
も
こ
の
交
流
会

を
企
画
し
、
従
業
員
の
喜
ぶ
顔
を
見
た
い
と
言
っ
て

お
り
ま
し
た
。

第
２
回
枝
幸
デ
イ
リ
ー

フ
ェ
ア
開
催



組合員資格確認のお願い

当ＪＡ定款規定により、組合員加入申し込み時の提出書類事項に変更があった場合や、組合員資格に変動等があっ

た場合は、その旨を届けてもらうことになっています。

つきましては、組合員資格・氏名・住所・電話番号等の届け出事項に変更・修正があった場合は、当ＪＡ本・支所

窓口へのお申し出いただきますようお願い致します。

〔当組合員の組合員資格〕

１ 正組合員資格

（1）５ヘクタール以上の土地を耕作する農業を営む個人であって、その住所又はその経営に係る土地若しくは施

設がこの組合の地区内にあるもの

（2）１年のうち１５０日以上農業に従事する個人であって、その住所又はその従事する農業に係る土地又は施設

がこの組合の地区内にあるもの

（3）農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が３００人を超え、かつその資本の額又は出資の総額が３億

円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区内にあるもの

２ 准組合員資格

（1）この組合の地区内に住所を有する個人で、この組合の事業を利用することが適当と認められるもの

（2）この組合から事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続して受けているこの組合の地区内に勤務地を有す

る個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの

（3）この組合から事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続して受けているこの組合の地区外に住所を有する

個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの

（4）農業組合法人等この組合の地区内に住所を有する者が主たる構成員となっている団体で協同組織のもとに当

該構成員の共同の利益を増進することを目的とするものその他この組合又はこの組合の地区内に住所を有す

る者 が主たる構成員又は出資者となっている団体であって、この組合の施設を利用することが適当である

と認められるもの

※当組合の目的地区は、北海道枝幸郡枝幸町一円の区域とする。

ＪＡ職員資格試験取得者

７年度末状況（正職員３４名）

当組合では、職員のスキルアップを図るべく毎年資格試験受験

の奨励を行っています。

下記の通り合格状況を報告しますが、資格ごとの合格者は重複

していますが、下記中にある「特級」及び「内部監査士」の合格率は、

全国的にも非常に低いものとなっている中での合格者です。

初級 中級 上級 特級 内部監査士

合格者 ２９名 2２名 2０名 １名 ３名

取得率 ８５％ ６５％ ５９％ ３％ ９％



題名：白い花がいっぱ

い

撮影：５月１６日（土） 題名：遅咲きの満開桜

撮影：５月２５日（月）

場所：龍寛寺境内
題名：ピンク紫満開の花

撮影：６月１８日（木）

場所：出勤前の裏の庭

題名：散りかけてるつつじ

撮影：６月１８日（木）

場所：北幸公園


